第２学年１組　保健体育科学習指導案

指導者　香川　茜
１　題材名　バレーボール
２　題材について
⑴ 　バレーボールは、生涯を通して年齢、性別を問わず行うことができる国民的スポーツである。
球技の中で唯一ボールを落としてはいけない競技でありボールを保持することもルール上認められていない。そのため、チームメイトと１つのボールをつなぐ楽しさを味わうことができ、攻防を繰り広げたり、得点を決めたりしながら喜びを分かち合える魅力あるスポーツである。また、バレーボールは、全身運動であり、基礎的な体力や、敏しょう性、瞬発力を高めることができるなど、優れた身体的効果が期待できるスポーツでもある。
バレーボールは、１人でレシーブ、トス、スパイクすべてを行うことはできず、チームが力を合わせてボールをつながなければ得点することができない。ボールをつなぐためには、人のために頑張ることや自分の役割を果たすことなどを考える必要があるため、社会性を高めることにもつながる教育的価値の高い題材だといえる。
⑵　本学級の生徒（女子１７名）の体育の授業及びバレーボールの技能等の実態は次の通りである。
・　授業開始時刻厳守や整然とした集合、身だしなみ等の学習規律は定着しており、多くの生徒が
じっくりと話を聞くことができる。一方で、より理解を深めたり技能を高めたりしようとする意
欲に課題がある。

・　１年次にもバレーボールの授業を経験しており、アンダーハンドパスやオーバーハンドパスの
基本技能を学習しているが、正確にコントロールしてパスができるまでには至っていない。
　　・　チームワークが良く、互いに声を掛けあったり、協力したりする姿が多く見られるが、体育の
授業となると、苦手な子は消極的になってしまうところに課題がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑶  以上のことを踏まえて、指導にあたっては、次の点に留意して指導したい。　
・　「個人技能の習得の段階」では、グループではなく、個人・ペア活動にすることで、ボールに
触れる回数を多くし、短時間で個人の技能の定着と向上を図る。また、ペアでの課題や気付いた
点を互いにアドバイスし合いながら活動させる。
・　「仲間と連携したプレーの習得の段階」では、習得した個人の技能から、次の人へのボールのつなぎ方やボールに触れていない時の動き方について、簡易ゲームの中でチームで考えさせる。
・　「チームでの練習の段階」では、習得した技能を用いて簡易ゲームを行うことで、ボールがつ
　ながる楽しさや、仲間と連携しての三段攻撃を実践させる。ゲーム中の仲間への声掛けを大切に
　させ、ボールがつながる声の掛け方や、タイミングについても考えさせる。
・　語先後礼の挨拶や学び合いの際の聞く姿勢等、「学びの作法」を徹底することで、授業に真剣に
取り組む姿勢や雰囲気を醸成する。
・　毎時間アップを兼ねた個人技能の繰り返しドリルの練習時間を確保することにより、バレーボールの習得技能の高低に関係なく個々のレベルアップが図れるようにする。
３　学習指導目標
⑴　バレーボールの特性や成り立ち、ルールについて理解し、ボールをコントロールしたり、仲間と
連携したプレーをしたりすることができる。
 ⑵　自分や仲間の技能的な課題や、チームの戦術の課題について考え、自分の意見をチームに伝えた
り、ワークシートに書き記したりすることができる。
⑶　安全面に留意するとともに、自分の役割に責任をもって果たすことができる。
４　学習指導計画（全１２時間　本時４／１２）
	時間
	１
	２
	３
	④
	５
	５
	６
	７
	８
	９
	１０
	１１
	１２

	学習内容
	１年次の復習と基本的な個人技能の習得

（アンダーパス、オーバーパス、サーブ、スパイク）
	仲間と連携した技能の習得
（サーブカット→トス、トス→スパイク、カバーリング、試しのゲーム）

	チームでの練習
（三段攻撃の練習、簡易ゲーム）



５　本時の学習指導

⑴　目標　自分の最高到達点でボールを捉えたスパイクを打つためには、何を意識すればよいのか考
え、実践することができる。
⑵  学習課題の解決に向けた手立ての工夫
⑶　学習指導過程　　　　　　（学びの手立て…〇主体的●対話的◎深い学び、☆振り返りの視点）
	学習内容及び学習活動
	教師の支援活動及び評価

	１　集合、準備運動、補強運動
をする。
２　基本練習をする。
⑴　アンダーパス
⑵　オーバーパス
⑶　投げ上げスパイク
３　前時の学習（スパイク）で
困ったことやうまくいかな
かったことを発表する。

３　踏み込み・空中姿勢の２つ
の視点から練習を行う。　　　　　　　　　　　

⑴　空中姿勢
３人組で防球ネットを使用して練習する。
⑵　歩幅・踏み込み
　　  ３人組でスパイクの踏
み込み動作を確認する。
４　気付いたことを全体で共
有する。
５　ネットを使ってスパイク
練習を行う。
６　本時の学習を振り返る。


	・敏速な集合や整列、正しい気を付けの姿勢を意識させるとともに、服装や準備物を確認する場を設け、学習規律を再確認する。
・短時間で効率的にアップができるよう、流れを指示してから行う。
○ペアで声掛けのタイミングや相手の名前を呼ぶことなどを意識できるよう、巡回指導をする。
○●前時の生徒の振り返りから、本時の課題につながりそうな感想や意見を意図的に発表させ、解決する必然性を大切にしながら学習意欲を高めていく。
○●打つ人、ボールを出す人、観察する人に役割分担をし、グループ内で役割を交代しながら、気付いたことをワークシートに記入させる。

・空中姿勢や肘の位置、ボールをとらえる位置に視点を当てて考えるよう助言する。
●歩幅、踏み込みのリズムについて足跡のイラストを実際に動かしながらグループで考えさせる。
・それぞれのグループで考えたポイントを全体に発表させる。
◎打点が高くなることでスムーズにスパイクが打てることを実感させる。
・できない生徒にはもう一度、足跡、防球ネットを使って練習するよう助言する。

○●グループ内で空中姿勢と踏み込みのポイントが意識できているか助言し合うよう声を掛ける。
☆振り返りシートに本時の学習の達成度や次時への課題、感じたこと、気付いたことを記入させる。



・　多様な考えや意見が出るように学習課題を工夫するとともに、グループを３人編成にす　


　ることで役割を明確にして学び合い活動の活性化を図る。


・　学習課題解決のための手段や考える視点を明確にすることで、技能に関する課題やポイントを書き出しやすいようにする。








【学習課題】


　スパイクの打点を５㎝上げるには何を意識すればいいいだろう？














[評価]【知識・技能（観察・ワークシート）】


・自分の一番高い打点でスパイクを打つことができたか。


a　ポイントを意識しながら自分の一番高い打点でのス


パイクが十分できている。


b　ポイントを理解し、自分の一番高い打点でスパイクを打とうとしている。


cの生徒への対応


高い打点でスパイクを打つことがよいスパイクにつ


ながることを理解させ、イメージを持った上で、再度防球ネット、足跡のイラストを使った練習を行わせる。








